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会 社 名 株式会社  トーアミ

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  北川 芳徳
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問合せ先 常務取締役管理本部長  服部 利昭  

 平成20年10月31日

（ＴＥＬ  代表  072 － 876 － 1121）

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成20年５月14日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。

平成21年３月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年４月１日～平成20年９月30日）

記

業績予想の修正に関するお知らせ

平成21年３月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年４月１日 平成20年９月30日）

増 減 率（％）

326

    （単位：百万円）

（ご参考）前期第２四半期実績

66円80銭

32円13銭

420

202

売    上    高 営  業  利  益 経  常  利  益 四半期純利益 1株当り四半期純利益

（平成20年３月期第２四半期）

11,600

9,433 543 587

△11.1 △39.3△33.1

750

△ 218

△51.9

51円85銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 740

△ 295

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）

増 減 額 (Ｂ) － (Ａ）

10,317

△ 1,283

495

△ 245

455

平成21年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

増 減 率（％）

1株当り当期純利益

△31.1

△ 230

510

740

経  常  利  益

1,280

970

売    上    高 営  業  利  益

△24.2

（平成20年３月期第２四半期）

増 減 額 (Ｂ) － (Ａ）

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）

△15.6 △23.1

△ 300

20,600 1,000

24,400 1,300

△ 310△ 3,800

,

当期純利益

 81円12銭

円 銭

117円70銭

平成21年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年４月１日～平成20年９月30日）

680

△ 261

経  常  利  益

439

（ご参考）前期実績

△ 199

四半期純利益

191

390700

1,2191,092

営  業  利  益

9,498 472

△ 208

10,500

19,383

△ 1,002

売    上    高

（平成20年３月期）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）

増 減 額 (Ｂ) － (Ａ）

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）

688

30円38銭

62円03銭

109円48銭

1株当り四半期純利益

増 減 率（％）

平成21年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

△

当期純利益

△51.0

5365198,494

930

1,160

経  常  利  益売    上    高 営  業  利  益

△37.3△30.6△9.5

（平成20年３月期第２四半期）

増 減 額 ( ) ( ）

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）

（ご参考）前期第２四半期実績
292

△ △ △

18,400 460

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 22,000 1,200 680

890

46円49銭

108円16銭

 73円17銭

1株当り当期純利益

増 減 率（％）

（修正理由） 

（１）第２四半期の業績

      売上高は、新設住宅着工戸数の低迷および不動産投資の急激な冷え込みなどによる不動産・建設業界の不振の影響

を受け 主力製品の「ワイヤーメッシュ」の販売が伸び悩み 前回の業績予想を下回る見通しとなりました また

△ 270

（ご参考）前期実績
17,418 1,119

△23.3

1,012
（平成20年３月期）

増 減 額 (Ｂ) － (Ａ）

625

△16.4 △22.5 △32.4

△ 3,600 △ 270 △ 220

 99円44銭

    を受け、主力製品の「ワイヤ メッシュ」の販売が伸び悩み、前回の業績予想を下回る見通しとなりました。また、

    損益につきましては、主材料である線材価格の高騰の影響が大きく、連結・個別ともに営業利益、経常利益、四半期

    純利益は、何れも前回予想を大幅に下回る見通しとなりました。

（２）通期の業績

      米国発の金融システム不安などによる急激な株安や円高の影響を受け、国内の不動産・建設需要の推移見込みは極

    めて不透明となっており、主力製品の「ワイヤーメッシュ」等の販売高推移の鈍化も懸念されております。

      当社は、営業力の強化による販売価格の改善と生産性の向上及び総コストの削減に努めておりますが、連結・個別

ともに通期の営業利益、経常利益、当期純利益は、何れも前回予想を大幅に下回る見通しとなりました。    ともに通期 営業利益、経常利益、当期純利益は、何れも前回予想を大幅に下回る見通しとなりました。

（注）上記の連結および個別業績予想値は、現在時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、製品市況や原料価格等

    今後さまざまな変動要因により異なる結果となる可能性があります。

以上


